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　ラニョーは「明証性講義」において、一方では明証性は確かにわれわれの精神
に説得力をもって迫ってくると認めながらも、他方では、明証的なものが精神の
決定にとって強制的であることを否定する。精神を決定に至らしめる諸理由は、
絶対的な強制力を有するものが理由になると、暴力的な諸必然性になってしまう
ためである。「神講義」でも、人間は完全性を愛すると規定しながらも、完成され
た完全性を有するもののみを愛の対象とするのではない、と精神の〈自由〉を主
張する。完成された完全性を有するものは、「愛すべきもの」として規定されるため、
必然的に強制力を持つこととなる。しかし、規定されたものを引き受けることし
か許されないような受動的なありかたに、われわれの精神の〈自由〉は担保され
得ないのだ。
　以上の点から、「明証性講義」と「神講義」は精神の〈自由〉という共通の主題
を扱っているテクストであるのみならず、その主題の議論の展開にも共通点が少
なからず認められると指摘できる。このことから、ラニョーの思想において精神
の〈自由〉が最も重視されたもののひとつであること、そして二つの講義が相互
補完的な関係にあることを結論づけた。
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